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ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン

1 . はじめに
ポスターセッション[電子銃] では、入射器の特性 

試 験 1件、電子銃の設計•製 作 •開発等が3件、電子 
銃駆動用パルサが3件、入射系の改造が1件、真空シ 
ステムが1 件、総 計 1 0 件の報告がありました。ボス 
夕一セッション[電子加速構造、加速試験] の 「産研 
ライナックにおける2 バンチビームの発生」 も電子銃 
に関係しますが、含めていません。

簡単な紹介後、コメン卜を戴きました。

2 . 各ポスターの紹介
① 「SPring-8線形加速器電子銃特性」は、入射器の性 
能試験の結果報告（短パルスを中心）で、半値幅InS 

で22Aの ビームを得ています。
② 「核研ライナック用電子銃の設計」は、EGUNを使っ 
た電子銃の設計（形状比較）で、性能と製作性を追究 
しています。
③ 「RF熱電子銃の設計」は、BI陰極を使ったRF電子銃 
空胴陰極面の熱設計とそのテスト結果です。
④ 「大強度CW電子線形加速器用電子銃の開発（n ) 」
は、力ソードの表面状態を調べる測定で、寿命等の評 
価法です。
⑤ 「グラファイ卜フォイルによるグリッドを用いた三 
極管電子銃」は、LaB6陰極高輝度電子源用グリッドにグ 
ラファイ卜フォイルの有効性を示す報告です。
⑥ 「超高速アバランシヱ•パルサの開発」は、立上り 
時間120pS、振幅1，000Vパルサの試作です。
⑦ 「ATF電子銃用マルチバンチグリッドパルサーの特 
性」は、ECL回路とRFハ。ワ一アンプ(357MHz)等を使った 
マルチバンチ発生回路のテ又ト結果です。
⑧ 「高速M0S-FETを用いた新電子銃^ ノレサ一の開発」は、
1台で、パ ル ス 幅5n〜2/zS、振幅可変、バ ー ス ト モ ー  

ド可のパルサ（増幅器）の製作です。
⑨ 「電子銃の高電圧化」は、大電流ビーム加速のため 
の加速電圧200kV化改造と生じた問題対策の報告です。
⑩ 「フォトカソード電子銃の真空システム」は、力 
ソード寿命を延ばすために非蒸発型ゲッ夕一(NEG)ポン 
プとイオンポンプ併用排気システム等で真空度2 xlO-ii 
Torr達成の報告です。

「電子銃」のまとめ
以上です。それぞれに新しい試みや努力があり、 こ 

れまでにない成果を得ています。是非、各報告を御覧 
下さい。

3 . コ メ ン ト 等

多くの方から貴重な御意見を戴きました。私の不十 
分な記憶と理解でのまとめです。お名前等は省略させ 
て戴きました。
①電子銃Y-796の応答性の質問から

高速化のためにパルサを電子銃に近付ける方法もあ 
るが、SPring-8では負荷インピーダンスを12. 5 Q とし、 
少し離れたパルサから12. 5 Q伝送路を通し給電、立上 
り時間〜InSを得ています。

これに関して、グリッド面を信号が伝わる時間数10p 
Sという理論的限界の紹介や、電子銃の内部インピーダ 
ンスから〜InS限界を支持する意見がありました。
②加速電圧の高電圧(〜200kV)化に対する質問に、大電 
流化のために必要との意見がありました。
③EGUNによる設計の注意と、EGUNと実際の比較を追究 
した報告がない等のコメン卜を戴きました。

4 . お わり に

電子銃は、EIMAC社製グリッドガソードアセンブリィ 
の導入で性能が改善しました。 しかし、FELやJLC等が 
要求する性能を満足できません。そこで、フ才卜力 
ソードやRF電子銃の追究や、陰極材料の詳細な検討が 
なされています。 これらによって近い将来、より実用 
的で、より高性能電子源の出現が期待されます。

同時に、それほどの性能を要求しない加速器も多く、 
メーカ製グリッド力ソードアセンブリィを使った電子 
銃は今後も有用です。また、熱陰極三極管電子銃の高 
速化も期待されます。給電方法や電極構造の最適化で 
改善可能と考えます。 これは、短パ ル ス ビ ー ム だけで 
なく、マ ル チ バンチ ビ ー ム 発生用R F アンプのパ ワ ー  

低減にも有効で、今日でも課題の一つと考えます。
最後に、コメントや0HPの作成、整理他、数々のご協 

力を多くの方々から戴きました。ここに御礼申し上げ 
ます。貴重な時間を戴きながら有効に使えなかったこ 
とをお詫び致します。そして、私にとりましては、電 
子銃全体を考える機会を戴いたことと感謝致します。


